
114　　　ニフェジピンの大動脈DISlENSIBItlTYに

おける効果についての心血管プール法による検討

山本浩造、尾崎正治、藤井　薫、山岸　隆、石根顕史，

長野裕之、斎木　淳、楠川禮造　（山口大　二内）

心動態1

　マルチゲー一ト心血管フe一ル法にて大動脈の特性（DIS－

1［NSIBILIlY）のニフェジピン（Nf）に対する反応性の

部位による差異についての検討を行った。　対象は33名

（64±13才）でHLAOで大動脈弓部（A1）を、　L－Laエにて

下行大動脈起部（A2）および胸部大動脈下部｛A3）の容

積曲線を作成し、大動脈のDISIENSIBItllY（100△V／Vo

／△P，△V：容積変化、VO：最少容積，△P：脈圧）を非

観血的に求め、部位によるNf対する反応性の差異を検討

した．　結果：NfによるDISIENSIBILIIYの増加ま中枢よ

り末梢になるにつれ有意に大であった（Nf／Control；A1

　1，31±0，35，　A2：1．53　±0．55，　A3：1．77　±0．69倍）　。

AlvSA2：p＜0，02，　A2VSA3：p〈0．05．

115　　　拡彊早朔指標に及ぽすサンプリング時■な

らびにフーリェ近似次数の影■

木村元政、樋口正一，小田野燈雄，酒井邦夫（新畠大学

放射艘科）古寺邦夫．沖田隆志，和泉　●（周第一内科）

　心電図周期心プールシンチグラフィを施行し、拡彊早

期指標（PfR．1／3　FR－●ean，xEfV）　rc及ぼすデータ収集

時のサンプリング時■ならびに解析時のフーリェ近叙次

敵の影■について検討した．データ収集はリスト・モー

ドで行い、30■sec及び40●secのサンプリング時■でフレ

ー ム・モードに変換した．フーリェ近叙次数は3次から

8次までを用い，拡張早期指●は一回拍出■で●or●aliz

eした。時闇放射能曲田（TAC）　rc　fittinoするフーリェ

近叙次数は、40●secでは4次の建例も見られたが、　30

●secではほぼ6次以上であり，　8次の症例も認められた．

特に％EfVはフーリェ近叙次数による影●が著しいので

算出時には1ACのfittingを健Rする必要がある．

116　　位相面表示法による心房収縮能と左室拡張機

能との比較

井出　満，大島久美，布施川雄一・，細川丈志，鄭　　一，

五島雄一郎（東海大学内科），鈴木　豊（同放射線科）

　昨年の本学会においてRI心室造影法の解析に位相面表

示法によるパターン認識が有用でとくに心房収縮波が容

易に同定出来ることを報告した。今回は心房収縮の指標

と拡張期指標とを比較検討した。対象は健常群（C）19例，

狭心症（AP）17例，高血圧症（HT）33例及び陳旧性心筋梗

塞（MI）62例である。最大心房収縮速度（PAC）は最大拡張

速度（PFR）と有意な正相関（r＝0．56），心房収縮の一回拍

出量に対する比（AC／SV）はPFRとr＝O．58の正相関関係が

あった。PACはAP群およびHT群がC群よりも有意に大

で，AC／SVはAP群，　HT群及びMI群がC群よりも有意

に大であった。従って，左室のコンプライアンスが低下

する疾患では心房機能の代償的な増大が認められた。
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117　心プールシンチグラフ・にes・ciる長さ面積法

による左室容積の算出

谷口　充，中嶋憲一・，村守　朗，滝　淳一，分校久志，

久田欣一（金沢大学核医学科）

　心プールシンチグラフィに長さ面積法を応用して左室

容積の算出を試み、その再現性および精度について検討

した。心プールシンチグラフィはピロリン酸による生体

内標識Tc－99m赤血球（20■Ci）にて行い、スラントホール

コリメータを装着したガンマカメラで、modified［AO35
°

（35°のcaudal　tilt）からゲート心プールデータを収

集した。左室拡張末期イメージで、左室に関心領域をと

り左室の長軸（Uおよび面積（A）を求めた。左心室を回

転楕円体と仮定して、Kernedy等の方法に準じて左室拡

張末期容積を求めた。本法の検者内および検者間再現性、

ファントム実験、心放射図、心力テと比較検討してその

精度について報告する。

118　　　心ブールシンチグラム因子分析による左

室駆出率測定一右室マスクの効果

本田憲業、町田喜久雄、間宮敏夫、高橋卓、瀧島輝雄、

村松正行、大野研（埼玉医大総合医セ放射線科）

　マルチゲート心プールシンテグラムに3因子分析を

行い、左室因子曲線から駆出率（EF）を求め、変動RO

l法による駆出率［EFROI］と比較した。右室のマスキ

ンク後に因子分析を施行し、同様に駆出率［EF（RVM）］

を求め、EFRUIと比較した。対象の平均年齢60．9歳、正

常左室壁運動者（N群）22例．異常壁運動者16例（A群）

てある。N群では、　EF＝0．52EFROI＋17．6，（「ニ0．

65，p＜0．05）、および、　EF（R、M）＝0．37EFROI＋27．9

（r＝O・．　46，p〈0．05）と相閏を認めた。　、群ではEFと

EFRCt　1間に相関を認めず、　EF（R、M）はEF（R、％）ニ0．41E

FRO1＋24．9（rニ0．55．　p＜0．05）の相関を認め、・X群

でのみ右室マスキングの効果を認めた。

119　　因子分析における矩形LVROI法による左室壁運

動異常検出能の改善

四位例靖、分校久志、松成一朗、杓守　朗、、谷1コ　充、

滝　淳一、利波紀久、久田欣一（金沢大学核医学科）

　因子分析法による虚血性心疾患の局所壁運動異常の検

出能を改善する目的で、矩形LVROI法の有用性について

検討した。正常10例での基礎的検封では、画像の圧縮、

dixe1数の選択では従来法、　LVROI法とも8×8　pixei，32

dixelが最適であった。狭心症14例の運動負荷心プール

イメージングでの局所壁運動異常の検出率はtVROI法で

86Xと従来法（40X）、局所駆出率イメージ（43X）に比べ

て有意に検出率の改善が得られ（pく0．025）、負荷心筋イ

メージ異常部位とよく一致した〔77、8X）。以上の結果を

不整形LVROI法とも対比した。矩形LVROI法は従来の因

子分析プログラムで処理でき、簡便に局所壁運動異常の

検出能の改善が得られ、ルーチンの処理に適していた。
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